
第
四
十
三
条
第
一
項
の
表
運
転
免
許
試
験
手
数
料
の
項
中「
五
百
円

千
四
百
円

」を

「
五
百
円
（
第
三
十
三
条

の
六
の
二
第
六
号
に
掲

げ
る
や
む
を
得
な
い
理

由
の
た
め
免
許
証
の
更

新
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
つ
た
者
に
対
す

る
試
験
に
あ
つ
て
は
、

四
百
円
）

千
四
百
円
（
第
三
十
三

条
の
六
の
二
第
六
号
に

掲
げ
る
や
む
を
得
な
い

理
由
の
た
め
免
許
証
の

更
新
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
つ
た
者
に
対

す
る
試
験
に
あ
つ
て

は
、
四
百
円
）

」
に
改
め
、
同
表
免
許
証
交
付
手
数
料
の
項
中「
千
百
五
十
円
」

令和元年月日 木曜日 第号官 報

二

レ
ー
ル
又
は
架
線
に
よ
ら
な
い
で
通
行
さ
せ
る
車
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
（
前
号
に
掲

げ
る
も
の
を
除
く
。）

イ

車
体
の
大
き
さ
が
他
の
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に

該
当
す
る
こ
と
。

ロ

車
体
の
構
造
が
歩
き
な
が
ら
用
い
る
た
め
の
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
。

第
三
十
三
条
の
六
の
二
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
安
委
員
会
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
事
情
が
あ
つ
た
こ
と
。

第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
第
三
号
中
「
第
百
五
条
」
を
「
第
百
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
の
三
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

法
第
百
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
四
条
の
四
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付

を
受
け
た
者

第
三
十
四
条
の
三
第
三
項
中
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
二
の
四
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
）」を
付
し
、

同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
十
九
条
の
二
の
五

法
第
百
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
百
四
条
の
四
第
五
項
の
政
令
で

定
め
る
者
は
、
法
第
百
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
効
力
を
失
つ
た
免
許
に
係
る
免
許
証
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る

日
に
お
い
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

法
第
九
十
条
第
五
項
、
法
第
百
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
（
法
第
百
四
条
の
二
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
法
第
百
四
条
の
二
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
の
基
準
又
は
法

第
九
十
条
第
六
項
若
し
く
は
法
第
百
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
の
要
件
に
該
当
し
て
い
る
者

二

法
第
九
十
条
第
五
項
、
法
第
百
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
（
法
第
百
四
条
の
二
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
法
第
百
四
条
の
二
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
の
効
力

が
停
止
さ
れ
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
効
力
の
停
止
の
基
準
に
該
当
し
て
い
る
者

三

法
第
百
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
効
力
を
失
つ
た
免
許
の
全
て
に
つ
い
て
法
第
百
条
の
二
第
一
項
の
基
準
該

当
初
心
運
転
者
（
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
及
び
同
項
の
再
試
験
に
合
格
し
た
者
を
除
く
。）に
該
当

し
て
い
る
者

２

前
条
の
規
定
は
、
法
第
百
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
四
条
の
四
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
経
歴

証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
中
「
同
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
百
五

条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
百
四
条
の
四
第
五
項
」
と
、「
同
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第

百
五
条
第
一
項
」
と
、「
を
取
り
消
さ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
が
効
力
を
失
い
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
九
条
の
四
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ

る
。

の
下
に
「（
第
三
十
三
条
の
六
の
二
第
六
号
に
掲
げ
る
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
免
許
証
の
更
新
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
つ
た
者
で
あ
つ
て
、
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
該
当
し
て
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
も
の

に
対
す
る
交
付
に
あ
つ
て
は
、
八
百
円
）」を
加
え
、
同
表
免
許
証
再
交
付
手
数
料
の
項
中
「
二
千
三
百
五
十
円
」を「
千

百
円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
一
の
表
中
「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
大
型
等
十
割
以
上
）」の
下
に
「
、
携
帯
電
話
使
用
等
（
交
通
の

危
険
）」を
、「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
普
通
等
十
割
以
上
）」の
下
に
「
、
携
帯
電
話
使
用
等
（
保
持
）」を
加
え
、「
し
や

断
踏
切
立
入
り
」
を
「
遮
断
踏
切
立
入
り
」
に
改
め
、「
、
携
帯
電
話
使
用
等
（
交
通
の
危
険
）」及
び
「
、
携
帯
電
話
使

用
等
（
保
持
）」を
削
り
、
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の
６
中
「
16
」
を
「
17
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
の
７
中「
17
、

19
又
は
20
」
を
「
18
又
は
20
か
ら
22
ま
で
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
の
８
中
「
22
か
ら
44
ま
で
、
46
か
ら
60
ま
で

又
は
62
」
を
「
24
か
ら
46
ま
で
、
48
か
ら
61
ま
で
又
は
63
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
中
103
を
削
り
、102
を
103
と
し
、

98
か
ら
101
ま
で
を
99
か
ら
102
ま
で
と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の
97
中
「
48
」
を
「
50
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
中

97
を
98
と
し
、
92
か
ら
96
ま
で
を
93
か
ら
97
ま
で
と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の
91
中
「
46
」
を
「
48
」
に
改
め
、
同
表

の
備
考
の
二
中
91
を
92
と
し
、
83
か
ら
90
ま
で
を
84
か
ら
91
ま
で
と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の
82
中
「
45
」
を
「
47
」

に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
中
82
を
83
と
し
、
72
か
ら
81
ま
で
を
73
か
ら
82
ま
で
と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の
71
中

「
32
」
を
「
34
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
中
71
を
72
と
し
、
54
か
ら
70
ま
で
を
55
か
ら
71
ま
で
と
し
、53
を
削
り
、

52
を
54
と
し
、
48
か
ら
51
ま
で
を
50
か
ら
53
ま
で
と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の
47
中
「
19
」
を
「
20
」
に
改
め
、
同
表

の
備
考
の
二
中
47
を
49
と
し
、
46
を
48
と
し
、
45
を
47
と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の
44
中
「
18
」
を
「
19
」
に
改
め
、

同
表
の
備
考
の
二
中
44
を
46
と
し
、
37
か
ら
43
ま
で
を
39
か
ら
45
ま
で
と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の
36
中
「
し
や
断
踏

切
立
入
り
」
を
「
遮
断
踏
切
立
入
り
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
中
36
を
38
と
し
、
21
か
ら
35
ま
で
を
23
か
ら
37
ま

で
と
し
、
20
を
21
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

22

「
携
帯
電
話
使
用
等
（
保
持
）」と
は
、
法
第
七
十
一
条
第
五
号
の
五
の
規
定
に
違
反
し
て
同
号
の
無
線
通

話
装
置
を
同
号
の
通
話
の
た
め
に
使
用
し
、
又
は
自
動
車
若
し
く
は
原
動
機
付
自
転
車
に
持
ち
込
ま
れ
た
同

号
の
画
像
表
示
用
装
置
を
手
で
保
持
し
て
こ
れ
に
表
示
さ
れ
た
画
像
を
注
視
す
る
行
為
（
15
に
規
定
す
る
場

合
を
除
く
。）を
い
う
。

別
表
第
二
の
備
考
の
二
中
19
を
20
と
し
、
15
か
ら
18
ま
で
を
16
か
ら
19
ま
で
と
し
、14
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

15

「
携
帯
電
話
使
用
等
（
交
通
の
危
険
）」と
は
、法
第
七
十
一
条
第
五
号
の
五
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為（
同

号
の
規
定
に
違
反
し
、
よ
つ
て
道
路
に
お
け
る
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
限
る
。）を
い
う
。

別
表
第
六
の
六
の
項
中
「
速
度
超
過
（
二
十
五
以
上
三
十
未
満
）」の
下
に
「
又
は
携
帯
電
話
使
用
等
（
保
持
）」を
加

え
、
同
表
の
十
二
の
項
中
「
し
や
断
踏
切
立
入
り
」
を
「
遮
断
踏
切
立
入
り
」
に
改
め
、
同
表
の
十
六
の
項
中
「
、
携

帯
電
話
使
用
等
（
交
通
の
危
険
）」を
削
り
、
同
表
の
十
八
の
項
中
「
、
携
帯
電
話
使
用
等
（
保
持
）」を
削
り
、
同
表
の

備
考
の
二
の
７
中
「
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の
18
」
を
「
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の
19
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二

の
９
中
「
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の
45
」
を
「
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の
47
」
に
改
め
、同
表
の
備
考
の
二
の
12
中「
別

表
第
二
の
備
考
の
二
の
44
」
を
「
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の
46
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
の
14
中
「
別
表
第
二
の

備
考
の
二
の
82
」
を
「
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の
83
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和

元
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
九
条
の
四
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法

施
行
令
第
三
十
九
条
の
二
の
五
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
同
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
同

条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
日
前
五
年
以
内
」
と
、「
法
第
百
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
法
第
百
四
条
の
四
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
以
後
」
と
す
る
。

３

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
違
反
行
為
に
付
す
る
点
数
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三




		2019-09-18T14:48:12+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




